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鼓
第
第
<
十
五
号

三
朝
町
特
別
磨
貴
慮
助
成
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

碑
の
と
お
り
三
朝
町
特
別
医
療
蛍
助
成
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
地
方
自
治
法
　
(
格
和
二
十

二
年
法
律
穀
六
十
七
号
)
　
輿
九
十
六
衆
知
一
廃
の
規
定
に
よ
り
､
本
読
会
の
鋭
決
を
求
め
る
｡

晦
和
四
十
八
年
九
月
二
十
五
日

三

廟

町

長

　

　

革

　

　

出

　

　

雅

　

　

己

晋
買
八
年
菖
廿
菖
庸
奪
可
決

三
朝
町
襲
金
蔵
長
牧
田
禎

＼

＼
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一

三
朝
町
特
別
医
庶
賛
助
成
魚
例

八
日
　
的
)

∫

鼻
l
粂
　
こ
芸
例
は
､
老
人
そ
の
他
-
-
資
の
助
成
を
必
-
す
る
者
の
慧
蛍
に
つ
い
て
助
成

す
る
‡
に
よ
り
､
I
J
れ
.
t
m
者
の
健
康
の
保
持
及
び
嘉
の
安
定
孟
り
.
･
も
っ
て
そ
の
霊
を
増

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

(
定
毒
)

雲
集
　
こ
の
蔑
に
お
い
‡
医
芸
受
給
者
｣
と
は
･
別
表
芸
け
る
者
(
蓋
保
慧
(
昭
和
二

十
五
年
法
韓
警
軍
冨
)
㍉
賢
る
傑
轟
を
受
け
て
い
る
-
び
老
人
福
祉
法
(
絹
和
三
十
八
年
法

律
島
塁
十
喜
)
簸
十
条
の
こ
の
親
-
よ
る
老
人
医
族
喪
の
支
給
を
受
け
る
者
を
除
く
｡
這
下
同

じ
.
)
で
あ
っ
て
､
町
内
に
住
所
を
肴
す
す
も
の
を
い
う
｡

｣

p
I
.
こ
の
芸
に
お
い
て
｢
社
会
保
険
各
空
と
は
･
次
-
号
に
鋤
け
る
法
律
及
び
克
ち
に
基
づ
く

命
令
を
い
う
｡

l
　
触
康
保
険
法
(
大
正
十
l
年
法
律
集
七
十
号
)



ユ

こ
　
日
雇
労
働
者
健
寮
保
険
法
　
(
唱
和
二
十
八
年
法
律
第
二
盲
七
号
)

三
　
;
i
a
I
民
健
康
保
険
法
　
(
鞘
和
三
十
三
年
法
律
第
盲
九
十
二
号
)

四
　
船
負
保
険
法
　
(
鞄
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
)

玉
　
垣
家
公
務
員
共
済
組
合
法
(
確
*
三
三
二
.
年
齢
律
群
百
二
十
<
号
)

六
　
公
共
企
業
鰍
職
員
等
共
済
組
合
法
(
臓
和
三
十
妄
扶
律
第
で
二
十
四
号
)

七
　
地
方
公
準
員
等
共
静
組
骨
法
(
昭
和
三
十
七
年
法
律
簸
百
五
十
二
号
)

八
　
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法
(
昭
和
二
十
八
年
法
律
射
二
言
四
十
五
号
)

㌔

J
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
｢
被
保
険
者
等
｣
と
は
'
社
会
保
験
各
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
･
組
合
員

若
し
Y
は
被
扶
聾
者
(
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
著
を
含
む
｡
以
下
同
じ
芸
は
社
会
保
鹿
各
法
以
外
の
法
令
の
娩

定
に
よ
り
医
済
貧
を
負
丑
す
る
,
息
者
若
し
く
は
そ
の
琴
偶
者
若
し
く
は
民
法
.
(
明
治
二
十
九
年
在
韓
窮

<
十
九
号
)
簸
<
首
七
十
七
粂
竺
項
に
定
め
る
扶
嚢
義
務
者
(
以
下
r
扶
華
義
働
者
｣
と
い
う
｡
)

を
い
う
｡

/

(
助
　
成
)

撃
二
条
　
町
は
'
軍
資
敢
受
給
者
が
次
の
各
号
に
絡
げ
る
療
半
文
は
医
療
を
受
け
た
と
軒
は
､
当
薮
蚊
衰

k

j

,

甘

群

　

　

徽
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又
は
医
療
に
勢
す
る
軍
用
の
う
ち
･
社
会
保
険
各
沫
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
ょ
り
被
保
険
者
等
が
負

盤
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
(
社
会
保
険
各
法
に
親
定
す
る
附
加
給
付
金
が
あ
る
と
き
は
､
当
該
給
付
金

の
顕
に
相
当
す
る
警
控
除
し
た
韓
｡
竿
｢
医
療
費
｣
と
い
う
･
)
の
`
雷
を
助
成
す
る
も
の
与

る
｡I

　
社
会
保
険
各
注
の
規
定
に
ょ
る
琴
聾
の
給
付
著
し
く
ほ
凍
糞
貴
の
吏
給
又
は
家
族
庶
葉
虫
の
支
給

の
対
象
と
.
な
る
潜
幸

〓
　
社
会
保
険
各
法
以
外
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
療
葦
又
は
医
療
,

弟
四
条
　
医
溌
栄
の
助
成
は
､
療
養
叉
は
医
虜
を
受
け
た
病
院
若
し
く
は
診
簾
所
又
は
薬
局
(
以
下
r
医

寮

梯

関

等

｣

と

い

う

｡

)

に

支

払

う

こ

と

に

よ

っ

て

行

な

う

｡

･

r
t
　
鳥
取
県
外
の
医
療
機
関
等
芸
い
て
療
養
叉
は
医
療
を
受
け
た
場
合
･
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
､

被
保
険
者
等
が
医
療
費
せ
支
払
ら
た
と
き
に
お
け
る
当
欝
支
払
っ
た
医
･
虎
蛍
の
助
成
は
'
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
､
被
保
険
者
等
に
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
う
｡

(
受
給
資
格
証
の
交
付
等
)

第
五
粂
　
町
長
は
･
医
簾
袈
受
給
者
に
対
し
･
そ
の
昔
の
申
請
に
基
づ
き
､
特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
(
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以
下
　
｢
受
給
資
格
証
｣
　
と
い
う
｡
)
　
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
｡

.
1
　
前
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
､
特
別
医
療
民
党
給
資
格
証
交
付
申
請
啓
に
社
会
保
険
各
法
の

裁
定
に
よ
る
被
保
険
者
､
組
合
員
又
は
被
扶
発
着
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
音
数
そ
の
他
規
則
で
定
め
る

書
類
を
添
付
し
て
'
町
長
に
繰
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
受
給
資
格
証
の
提
示
等
)

鮎
六
条
　
医
療
費
受
給
者
は
､
療
L
葦
又
は
医
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
'
当
敦
凍
糞
又
は
医
療
を
愛

.
け
る
医
療
槻
関
等
に
受
給
資
格
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

.
1
　
療
拳
又
は
医
横
を
受
け
る
医
療
欝
受
給
者
は
､
町
長
か
あ
ら
か
じ
め
交
付
し
た
特
別
医
療
費
請
求
書

を
'
毎
月
'
医
常
機
軸
等
に
･
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
医
横
顔
の
請
求
)

第
七
粂
　
第
四
兵
務
二
項
の
触
発
に
よ
り
医
療
盤
の
助
成
を
受
け
る
者
は
､
特
別
医
療
穀
申
希
書
に
支
私

っ
た
医
療
費
の
領
収
証
そ
の
他
鑑
別
で
定
め
る
瞥
準
を
添
付
し
て
'
町
長
に
捻
出
し
な
け
れ
は
な
ら
な

い
｡

(
届
出
の
春
希
)

エー-

　

　

▼
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索
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弟
八
粂
　
受
給
資
格
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
､
氏
名
'
住
所
そ
の
他
免
別
で
定
め
る
革
項
に
つ
い
て
変

更
が
あ
っ
た
と
き
は
'
す
み
や
か
に
そ
の
官
を
町
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
損
害
賠
償
と
の
窮
境
)

～

象
れ
条
　
町
長
は
､
医
療
喪
受
給
者
が
疾
病
又
は
負
傷
に
的
し
損
害
賠
償
を
受
け
た
と
き
は
'
そ
の
価
鶴

の
限
度
に
お
い
て
､
医
者
費
の
全
部
若
し
く
は
T
部
を
支
給
せ
ず
'
又
は
す
で
に
支
給
し
た
医
赦
免
の

鞄
に
相
当
す
る
金
轍
を
返
遺
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
.
/

{

医

媒

資

の

速

達

V

 

Y

簸
十
条
　
町
長
は
､
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
､
医
錬
磨
の
助
成
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
軒
は
'

そ
の
者
か
ら
す
で
に
助
成
し
た
医
教
喪
の
全
部
叉
は
1
都
を
適
返
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
規
則
へ
の
重
任
)

簸
十
-
粂
　
A
J
の
条
例
の
施
行
に
閑
し
必
要
な
革
項
は
､
泉
胤
で
旋
め
る
.
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附

　

　

則

(
施
行
期
日
)

I

-

′
　
こ
の
条
例
は
'
昭
和
四
十
<
年
十
月
一
日
か
ら
康
行
す
る
｡

(
t
t
l
朝
町
老
人
医
撃
封
助
成
条
例
の
廃
止
)

ヱ
　
三
朝
町
老
人
医
療
虫
助
成
条
例
-
(
職
和
g
l
十
六
年
三
敵
町
条
例
第
二
十
五
号
)
は
･
廃
止
す
る
｡

(
1
7
1
朝
町
乳
児
等
医
療
蛍
助
成
条
例
の
尭
止
)

J
　
三
髄
町
乳
児
等
底
寮
衷
助
成
条
例
石
和
四
十
八
年
三
朝
町
条
例
第
十
<
号
)
は
･
烏
止
す
る
｡

∫

(
経
過
措
置
)

ダ
　
こ
の
条
例
施
行
前
に
お
い
て
､
三
執
町
老
人
医
枚
数
助
成
条
例
及
び
三
朝
町
乳
児
等
医
線
虫
助
成
条

例
の
幾
定
に
撃
つ
き
'
助
成
の
対
象
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
,
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
･

/
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表
-
　
七
十
五
歳
以
上
の
者
､

一
歳
東
海
の
者

身
体
障
/
害
者
福
凝
法
蒜
和
七
十
四
年
法
律
空
言
<
十
三
号
)
第
十
玉
条
舞
四
項
の
規
定
に
ょ

り
交
付
を
受
け
た
身
体
障
害
者
手
睦
に
身
体
上
の
障
害
程
度
が
1
穀
女
は
こ
綾
で
ぁ
る
者
と
し
て
記

鞍
さ
れ
て
い
る
者
で
'
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
め
者
の
､
六
十
五
歳
未
満

の
者
で
あ
る
蘭
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
老
及
び
そ
の
者
の
配
偶
者
蒜
勉
の
嵐
出
を
し
て
,
い
な
い
が
､

革
東
上
締
出
と
同
様
の
串
晴
に
あ
る
者
を
含
む
｡
次
号
に
お
い
て
同
じ
｡
)
又
は
畝
糞
儀
務
者
で
童

と
し
て
そ
の
者
の
生
計
を
細
持
す
る
も
の
の
前
年
又
は
前
前
年
の
所
轄
が
娩
別
で
定
め
る
破
以
下
の

も
の
･
児
真
相
談
所
又
は
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
の
判
衰
に
よ
り
重
度
の
精
神
軒
勇
者
と
さ
れ
た
者
で
､

そ
の
者
及
び
そ
の
者
の
軌
偽
者
又
は
扶
嚢
義
務
者
で
主
と
し
て
そ
の
者
の
生
計
を
耗
持
す
る
も
の
の

前
年
又
は
乱
酔
年
の
所
得
が
規
則
で
声
め
る
散
以
下
の
も
の
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少

五
　
E
治
波
が
特
に
困
賦
な
疾
病
叉
は
経
過
が
慢
性
に
.
わ
た
り
患
者
等
の
負
也
が
大
き
い
疾
病
で
規
則
で

定
め
る
も
の
に
か
か
っ
て
い
る
者
で
規
則
で
定
め
る
も
の
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